
（別紙３）

～ 令和7年5月23日

（対象者数） 20名 （回答者数）
15名

～ 令和7年5月9日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各講師と、子どもの状態やトレーニングの目的、子どもの変

化などについて共有する事でサポートの質を高める。

情報提供の在り方や一人ひとりへの働きかけの工夫により、

各教室により多くの子ども達が興味を示し、参加できるよう

働きかけたい。

2

子ども一人ひとりの興味関心、好きなこと、得意なことに着

目し、それらを伸ばしていく支援を常に考える。

遊びや活動内容を子ども自身が選択し決定する事を支援（自

分自身のスケジュールづくり）。そのためにも、一人ひとり

の理解に合わせた情報提供を心がける。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所の取り組み（日々の活動内容や支援環境 など）を知っ

てもらうための情報の発信や、事業所に足を運んでもらえる

ようなイベントの企画。

ご家族との日常のコミュニケーションを大切にする。

2
事業所内研修（事例検討会）、事業所外研修を積極的に行

い、支援者の資質向上を目指す。

3

手順等をフローチャート化する等、より活用し易いマニュア

ルになるよう作成。

各マニュアルの要点（保護者に把握してほしい事）を整理

し、保護者へ配布。また、訓練の実施状況の報告を行う。

サムライ教室（スポーツチャンバラ）、ダンス教室、絵本の読

み聞かせ、認知機能トレーニングなど、専門知識を持った方々

に外部講師として子ども達の支援に携わってもらっている。

事業所のスタッフだけでは提供できる支援内容が限られてく

る。社会資源（人材）を活用する事で子ども達の支援を充実さ

せたいと考えている。

子ども達が自身の興味関心に触れ、チャレンジし、自己肯定感

を高めていける環境を目指し、事業所周辺の豊かな自然環境を

活かした遊びや活動、各種教室、外出支援や交流会などのイベ

ント開催など、様々な体験機会の提供を行っている。

事業所周辺の自然環境を活かした、川・海遊び、畑仕事や動物

のお世話ができる環境。専門知識を持った講師による各種教

室。外出支援や交流会などのイベント開催など、子ども達が

様々な体験ができる環境づくりを行っている。

非常時等の対応

各種マニュアルの作成及び職員への周知不足。また、各マニュ

アルは情報量が多く理解しづらい。

保護者に対する各種マニュアルの説明不足及び、訓練の実施状

況の報告不足。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

全体的に「どちらともいえない」の回答が多かった。
事業所の取り組みについて、まだまだ発信（説明）不足で判断

のしづらさがあったのだと考えられる。

「こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門

性のある支援が受けられていると思いますか」の質問に「いい

え」の回答がついていた。

こどもの理解するための基礎知識（障がい・疾患理解、感覚統

合、応用行動分析、５領域の理解 など）及び、サポートスキ

ルの不足。

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年5月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　イッペー

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


